
11 月 18 日 ℃

　－

試験で確認する
カタログ項目

計測性能（性能値）

対象構造物の概要

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目
グラウト未充填（弾性波
の振幅、伝播速度）

試験区分

グラウト充填状況が既知の供試体5本

供試体は１本あたり、長さ10ｍ・高さ
30cm・幅27.5cm・重量 約1.9ｔ

風速 6 m/s

試験場所 某敷地内（東京都） 構造物名 PC桁供試体（5本）

試験日 令和６年 天候 くもり 気温 14

技術番号 BR020019

技術名 衝撃弾性波法による横締めグラウト充填調査 開発者名

一般財団法人首都高速道
路技術センター
首都高速道路株式会社
アイレック技建株式会社

右からA0,B25,C50,D75,E100



開発者による計測機器の設置状況

③ 鉄板をハンマーで打撃し、1供試体につき、片側１０回、両側で計２０回の伝播波計測を行う。

④ 伝搬速度を算出、波形解析（高周波成分の有無の確認）を行い、PCグラウト充填状況を判定する。

試験方法（手順） 技術番号 BR020019

②
端部コンクリートの片側に接触媒質を塗布し、鉄板を押し当て、もう片面の端部コンクリ―トに接触媒質を塗
布し、受信用センサーを押し当てる。

① オシロスコープを据え置き、各センサーとアンプを接続後、配線する。

打撃

受信

波形収録

供試体全景

検証全景

モニター（オシロスコー 増幅器 電源

打撃側 当て金具 受信側



※供試体は工場にて製作。製作時の立会いは無

比較対象を得るため、
立会者による計測機器の設置状況

技術番号 BR020019

受信

打撃

波形収録

立会者



1.伝搬速度について

2.高周波成分について

　高周波成分が計測されるものは未充填と判定する。上図には、A0～E100供試体の波形の一例を示す。今
回の調査において、Ａ0供試体では高周波が計測されたが、Ｂ25～Ｅ100の供試体で高周波が計測されな
かった。
Ｂ25～Ｅ100の供試体で高周波が計測されなかったのは、供試体が2024年4月に設置され、かつ活荷重等を
受けていないためシース孔内のグラウトが健全であるためと考えられる。

　以上より、伝搬速度と高周波成分の2つの情報から判断すると、グラウト充填状況が50％までは未充填と
判定された。グラウト充填状況が75％以上のものは充填と判定された。

計測結果の比較 技術番号 BR020019

　衝撃弾性波の理論的にはグラウト充填度が高いほど、伝播速度および音速が小さな値を示し遅くなること
が想定されたが、調査結果は、Ｖ(Ａ0 ) ＞ Ｖ(Ｂ25) ＞ Ｖ(Ｃ50) ＞ Ｖ(Ｄ75) ＜ Ｖ(Ｅ100)
ととなり、Ｄ75（75％充填）とＥ100（100％充填）の間で想定とは異なる結果となった。ただし、その差分は6.04
（ｍ/ｓ）であり、100％充填の方が遅い速度となるとはいえない。
結論として、充填度0％～75％までは衝撃弾性波による調査が有効であり、75％以上充填されている場合に
は、充填度と音速の間に明確な相関関係を確認することができなかった。

A0 B25

C50 D75

E100



4 月 16 日 ℃

橋梁形式：プレテンＰＣ単純合成桁橋・2連

対象径間：第1径間 計測対象部材：ＰＣ横締め鋼材（端部、中間）

BR020019

一般財団法人首都高速道
路技術センター
首都高速道路株式会社
アイレック技建株式会社

技術名

技術番号

開発者名衝撃弾性波法による横締めPCグラウト充填調査

試験で確認する
カタログ項目

カタログ分類 カタログ非破壊検査技術 グラウト未充填

計測精度

試験場所

気温

某橋梁（東京都）

試験区分検出項目 　　-

m/s-- 風速晴れ試験日 令和3年 天候

対象構造物の概要

断面図

写真-1 全体写真



技術番号 BR020019試験方法（手順）

開発者による計測機器の設置状況

③

④

⑤

計測機器の搬入（写真-2：ドリル、給水ポンプ、電源）

削孔作業（写真-3：端横桁）

削孔状況（写真-4：中間横桁）

削孔状況（写真-5：端横桁）

削孔部をファイバースコープで撮影し、ＰＣグラウト充填状況を確認する。

①

②

写真-2 写真-3

写真-4 写真-5



技術番号 BR020019
比較対象を得るため、

立会者による計測機器の設置状況

※削孔位置



※計測精度

技術番号 BR020019

　横締め4.59mを確認

計測結果の比較

※計測レンジ



技術番号 BR020019計測結果の比較



4 月 13 日 ℃

橋梁形式：プレテンＰＣ単純合成桁橋・2連

対象径間：第1径間 計測対象部材：ＰＣ横締め鋼材（端部、中間）

試験区分 現場試験

試験で確認する
カタログ項目

動作確認

対象構造物の概要

風速 - m/s

試験場所 某橋梁（東京都）

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目 グラウト未充填

試験日 令和3年 天候 晴れ 気温

一般財団法人首都高速道
路技術センター
首都高速道路株式会社
アイレック技建株式会社

-

技術番号 BR020019

技術名 衝撃弾性波法による横締めPCグラウト充填調査 開発者名

断面図

写真-1 全体一般図



⑤ 後日、計測結果を解析し、ＰＣグラウトの充填・未充填を評価する。

開発者による計測機器の設置状況

② ＰＣ定着部の確認：電磁波レーダで位置を確認する。

③ 計測状況：ＰＣ定着頭部をハンマーで叩きＡＥセンサで計測する。（写真-4）

④ 計測状況：ＡＥセンサによる弾性波をＰＣモニターで確認し、データを保存する。（写真-5）

試験方法（手順） 技術番号 BR020019

① 計測機器の搬入（写真-2：電磁波レーダ）（写真-3：ＡＥセンサ、ハンマー、あて鋼板）

写真- 写真-

写真- 写真-



比較対象を得るため、
立会者による計測機器の設置状況

技術番号 BR020019

Ａ
Ｂ

中間横桁 ②、③ 端横桁 ④



今回計測した結果得られた受信波形のうち、代表的な波形を以下に示す。

計測結果の比較 技術番号 BR020019

※計測結果



計測結果の比較 技術番号 BR020019


